
議 事 録 

議 事 録 

件 名 第２６回学校安全対策委員会 

日 時 令和３年４月３０日（金）～５月１０日（月） 

場 所 紙面協議 

参 加 者 
宮路委員長、広津副委員長、池口委員、馬場園委員、綾部委員、田中委員、 

富吉委員、前田委員、川上委員、今村委員、原委員、江頭委員 

次 第 

１．報告事項 

 （１）今後の主なスケジュールについて 

 （２）セーフコミュニティ活動推進事業所登録制度について 

２．協議事項 

（１）2020（令和２）年度実績及び 2021（令和３）年度方針（案）について 

３．その他 
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１．報告事項 

（１）今後の主なスケジュールについて 

◯特になし 

（２）セーフコミュニティ活動推進事業所登録制度について 

◯特になし 

２．協議事項 

（１）2020（令和２）年度実績及び 2021（令和３）年度方針（案）について 

◯「2020年度取り組み実績」について、昨年度の当委員会や協議会で決定した「2020

年度取り組み方針」に記載されていた具体的施策と表現が異なる箇所がある。 

 →ご指摘の通り、表現が異なる箇所がありましたので、前回の対策委員会で確

認させていただいた表現に改めました。 

◯「2021年度取り組み方針」について、取り組み方針のページに記載されている

具体的施策の表現と、各個票の表題の表現がそろっていない。 

 →ご指摘の箇所について、同じ表現へと改めました。 

◯昨年度の臨時休校以降、コロナ禍の交通安全教育を充実させるために、 

 ・コロナ禍における交通安全教育ＤＶＤ（ＪＡ共済連から各校に配付） 

 ・校内放送用の交通安全アナウンス文 

 を各小学校に配付しているので、本年度も引き続き学校主体の交通安全教育に

活用していただくよう、学校への働きかけをお願いする。 

 →新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校教育は様々な制約を受けてお

り、例えば、子どもたちが集合して行う安全教育等は、従来の形で行うこと

が難しくなりました。そのような中、ＤＶＤの活用や校内放送等を活用した

安全教育の充実は、学校のニーズに合った取組であると思います。今後も、

そのような取組を充実させていくことができるよう、警察等との連携を強め

ていきたいと考えています。 
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３．その他 

◯学校の安全については、事故・犯罪・けがへの対策に加えて、感染症について

もルール作りが必要。 

 →昨年度の臨時休校以降、学校においては感染症から子どもを守るための取組

を徹底しています。手洗い・手指消毒やマスク着用の徹底、学習活動中の換

気や人との距離感確保、黙食など、市教育委員会からの通知をもとに、新し

い学校生活の様式の確立に努めています。今後も、各学校の実態に応じたル

ール作りや取組が徹底されるよう、学校に働きかけていきます。 

◯子どもたちとのコミュニケーションを図り、積極的な声掛けを行ってもらい、

子どもたちが自ら悩みを相談してくるような関係づくりに注力していただきた

い。 

 →子どもを取り巻く様々な問題は、まわりの大人が速めに察知してあげること

が解決を早めるような出来事も多くあります。しかし、いじめや家庭内での

出来事、また、ＳＮＳ上での出来事など、子どもにとって自分からは相談し

にくいような出来事もあります。学校においては、そのような子どもの声を

少しでも多く拾い上げられるような関係づくりに努めたり、毎月の生活アン

ケートや相談ポストを活用したりするなどして、学校の相談機能の向上に努

めていきたいと考えています。 

 


